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コンポーネント


ゲーム盤

　８
会社マーカー
　８
株タイル（５枚）
　６
カードセット（９枚）
　２
ダイス
ゲームの目的
ゲーム終了時、一番多くの資金を稼いだ人が勝ち
セットアップ
８つの会社マーカーをスタートのところに置く。ここにマーカーがある限り、その会社の価値は２０です。各プレイヤーは２０Ｇと、８つの会社と取引停止カードを受け取る。
プレイ人数より１枚少ない株数がボード上に置かれる。残りの株はゲームでは使用しない。各プレイヤーは重複しないように、異なる会社の株券を１枚持ってスタートする。
各プレイヤーは自分のカードをシャフルして、上から２枚取る。実際の株式市場の株券を一番多く持っている人からスタートする。

株価

株価は会社マーカーの位置によって決まる。購入価格は各色毎に１～８の数字がついた表です。
この数字は、その会社のランクによって決まる。
例：Tondaは18のところにあり、フシは21、ナインイレブンは19にある。Tondaは３番手で赤のところにあるので、赤の３の95が購入価格になる。フシは青の１で175、ナインは赤の２で110になる。
もし、３２のところで一番株価が低い場合、-10になる。
（訳者注：株購入時はお金をもらえる。売却時にお金を支払う！）

ゲームの手順

プレイヤーは時計回りに順番に２つのダイスを振り、シンボルダイスによってアクションが実行される。
例外：第１ターンのみ、シンボルダイスは“H”とする。
シンボルダイスの意味：

H:トレード

+1:１つの会社マーカーの順位を1ランク前進させる。
-1:１つの会社マーカー順位を1ランク後退させる。
->:効果なし。
トレード

スタートプレイヤーから順に株の売買をして良い
訳者注：オリジナルルールでは、売り・買いのどちらか１枚だけのようですが、両方１枚ずつできる様にしても良いかも知れません。

+1

ダイスを振ったプレイヤーは任意の１つの会社のマーカーの順位を１ランク上昇させる。その時、追い越した会社の１つ前に置く。もし、そのマスに他社がいる場合、次に空いている場所に進める。

例：黄は２３、緑は２８、青は２９にいた。もし、緑を動かした場合、２９は既に青がいるため、３０に移動し、首位にたつ。
-1
+1の逆。１ランク順位を下げる。

数字ダイス
数字ダイスはどれだけ会社マーカーが進むかを示す。各プレイヤーは２枚の中から１枚カードを選択して裏向きに置き、同時に公開する。手番プレイヤーから順番に選択した会社のマーカーをダイス目分前進させる。他社がいるマスはカウントしない。
もし、誰かが取引停止カードをプレイしたら、どの会社も移動しない。
各プレイヤーは山から１枚補充し、使用したカードは捨てる。全てのカードを使用したらリシャッフルして、また２枚カードを取る。

株価調整後、スタートプレイヤーを左隣に移動させる。

ゲームの終了

どれかの会社の株が６１に達したら終了。そのターンが終わるまではプレイ続行。
各プレイヤーは自分の現金と株価を計算する。同時に６１を越えた場合、先に到達した方優先。
2005/5/7 訳:上野　宏之(railway@pas.netlaputa.ne.jp)









